
４ 街区単位の液状化対策の状況 資料５

【主な質問、意見など】

・対策工事の効果、施工完了までの流れを知り
たい

・30年ではなく、恒久的な対策を実施してほしい

・空き家や空地、事業者が多いエリアでの同意
取得は困難ではないか

・現時点で減免になるかを確認したい
【参考：令和7年12月末時点 22自治会/63自治会（約35％）】

１．自治会単位の説明会開催状況（令和８年３月末現在）

２．意向確認アンケートの実施について

計
（63自治会）

寺尾周辺地区
（27自治会）

黒埼地区
（26自治会）

天野地区
（10自治会）

地区名

37自治会12自治会20自治会5自治会実施自治会数

58.7％44.4％76.9％50.0％実施率

46回18回20回8回説明会数

926人318人430人178人参加者数

【実施目安】

・自治会単位の説明会の参加状況などから、事業の周知と理解が進んだと、市と自治会で判断したところから順次実施。

【アンケート送付状況】

江南区 ： 天野地区の一部 （約250通）

西 区 ： 寺尾周辺地区の一部 （約50通/今後予定）

【主なアンケート項目】

・事業実施の意向について

「実施したい」「検討中」「実施しなくてよい」の３択

・心配や課題と感じていること

「本当に液状化を防げるのか疑問」、「費用負担額が大きいこと」など 10項目＋自由記載



資料５

３．試験施工の実施について

【目的】

・液状化現象の発生を抑制するために本

市が採用する「地下水位低下工法」の

安全度や施工性、効果の確実性などを

確認する。

【場所】

・曽野木ことぶき公園（江南区天野２丁目）

【スケジュール（予定）】

令和８年６月頃 ： 現地工事着手

夏頃 ： 地下水のくみ上げを開始
（半年～１年程度観測を実施予定）

※西区黒埼地区及び寺尾周辺地区は、令和8年夏頃を目途に実施場所を選定したい。


